






























４．人権総合学習『つながろう！差別を許さない仲間となって』の取組み 

 【学習計画】 

  時間 教科 学習内容 

１ 総合 始まり 人々の歩んできた道「人権とは 差別とは」 

２ 社会 東山文化と中世の庭造り 

３ 社会 差別を乗り越えた芸能 

４ 道徳 百日かせぎ① 

５ 道徳 百日かせぎ② 

６ 社会 江戸時代の身分制度 

７ 総合 差別を許さない民衆のしたたかな姿 

８ 社会 近代医学と部落 

９ 総合 人の世に熱あれ 人間に光あれ 

10 総合 講話（ゲストティーチャー：塚本一男先生） 

11 総合 いろいろな差別 

12～19 総合・国語 学年発表に向けての計画・準備・練習 

20 朝の集い 学年発表（ポスターセッション） 

21 総合 山南地域6年生人権交流会 

22 総合 まとめ 

 

５．学習の様子と児童の感想 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人は普段差別をしてはいけないとわかっていても、いざとなれば差別をしてしまうことがわ

かりました。 

・自分の悩みや特徴は、いつか心に残る宝物になることが心に残りました。 

・人権を大切にするために「きまり」を考えることが大切だと思いました。 

・自分だけでは何も気づかないけど、自分と違う人がいることで気づくことができる良さや、

相手が考えていることがわかるのだと思いました。 

・「おかしいことをおかしいと言う」「人と比べない」ことが心に残っています。中学校でも人

権学習の時間を大切にすることと、人を尊敬し助け合うことを忘れないようにしたいです。 



６．おわりに 

 これまでの人権総合学習の反省の中で、学習したことは知識としては積み上がってきたが、自分の生 

き方に重ね合わせて考えてみるところまでには至っていないということがあげられる。そこで、本年度

は、社会や道徳、総合的な学習の時間に人権について学習した後、「学んだことをどう自分の生き方につ

なげていくか」をテーマに塚本一男先生にお話しいただいた。児童に身近な話題の中から、人権侵害や

差別につながる事象を聞く中で、知らず知らずのうちに人を傷つけたり苦しめたりしていることがある

ことを知ったり、人は間違うこともあるがすぐに過ちを正すことが大切だということを教えていただい

た。この学習で人権についての自分の考えをまとめることができ、その後の学年発表につなげていくこ

とができた。今後も、自分の生き方を考える人権学習になるよう取り組んでいきたい。 

  



課題番号 ① 
 

 氷上郡水平社の学習を見据えての各学年の取組   
丹波市立中央小学校  

 

１．はじめに  

本校では、人権・同和教育を学校教育の基盤に据えた取組を行っている。そして、全学年系統的

なカリキュラムに沿って生活科・人権総合学習を進め、６年間を見通した人権教育に取り組んでい

る。その際、地域教材を通して地域の宝や地域の人々の生き方や願いを学ぶとともに、地域の方の

苦労や努力から自分自身の生き方を見つめ直す場にしている。６年生では、「過去の歴史や先人の生

き方を未来の自分につなげる～人々の生き方から人権を学ぶ～」をテーマに学習し、氷上郡水平社

の学習にも結びつけていく。地域の人々が地域をよくしていくために取り組んでこられたことを学

年の発達段階に応じて心に刻み、積み上げていきたいと考える。  

 

２．具体的な取組 

（１）全校生で取り組む生活科・人権総合学習  

  ①ねらい  

・地域教材をもとに、自分や他の人を大切にする人々や、差別や偏見の不当性とその解決をめざ

す人々の学習を通して、部落差別や様々な人権課題について正しく認識させる。  

・学習と生活をつなぎ、自他の人権を尊重する生き方について考えさせることで、身近な不合理

や人権問題の解決に向けて積極的に取り組もうとする意欲や態度、実践力を培う。  

  ・「生活科・人権総合発表会」を学習の成果や自らの気づきや思いを保護者・地域に向けて発信し

ていく機会とするとともに、発表を通じて同和問題を核とした保護者や地域の方々への啓発、

人権意識の高揚を図る。  

   ②各学年のテーマと内容   

１年 「じぶん大すき」  

～たいせつなわたし たいせつなあなた たいせつなかぞく～  

名前の由来や小さい頃の様子を聞くことで、家族の願いや思いを知

り、一人ひとりが大切な存在であることに気づいた。これらの学習を

通して、自分を大切に育ててくれた家族に感謝するとともに、自分や

友だちを大切にしていこうとする気持ちを高めた。自分・友だち・家

族のつながりを見つめて、感じたことを発表した。 

 

２年 「発見！地域の人のえがおのひみつ！」  

中央校区で働く人々の様子を見学したりインタビューしたりして働

く人々の努力や工夫について考えた。そして、多くの努力や工夫が光

る中央の町がとても素晴らしい町であることに気づいた。自分をとり

まく多くの人々のがんばりを見つけ、学習する中で、気づいたことや

自分たちにできることは何かを自分たちの言葉で発表した。 

 

３年 中央地区の「町のたから」を見つけよう  

中央地区にある人々の思いや願いが込められた「町のたから」であ

る氷上文化センターと植野記念美術館、ひかみ成松交流館の３つの施

設を見学し、中央小学校は校長先生から話を聞いた。施設の歴史や秘

密、込められた願いを知る中で、感じたことやこれからの自分たちに

できることは何かを話し合い、気づいたことや考えたことを発表会で

伝えた。 

  



４年 「だれもが住みやすい町づくり」～中央地区見守り隊～  

佐治川の河川改修の学習を通して、先人の努力が現在の生活に生き

ていることを知った。河川改修に対する地域の人たちの願いや想いの

大きさに気づき、身近なものとして考えた。福祉教育で学んだことと

河川改修に込められた願いを今の自分たちの生活につなげて考え、発

表会で伝えた。 

 

 ５年 「みんなが幸せに生きるために」 ～自分も人も大切に～  

不合理を放っておかず、暮らしをよくしていこうと努力した人々の

生き方について学んだ。また現代の人権課題である障がい者差別と外

国人差別について、ゲストティーチャーから話を聞いたり調べたりし

て学習した。それらの学習を通して、これからの自分たちの生き方で

大切にしていきたいことを発表会で伝えた。 

 

６年「過去の歴史や先人の生き方を未来の自分につなげる」 

～人々の生き方から人権を学ぶ～ 

人権の歴史を学習することで、差別が生まれた仕組みや不合理さに

気づき、差別されることの痛みや差別することのおろかさについて全

員で考えた。その中でも、差別解消に向けて立ち上がった先人の生き

方を通して、現在の自分たちの生活を見つめ直し、未来をより良く生

きるための学びを人権宣言として発表した。 

 

  

（２）６年生の取組  「過去の歴史や先人の生き方を未来の自分につなげる」 

～人々の生き方から人権を学ぶ～ 

①ねらい  

〇中世以降の人権の歴史を学ぶことにより、河原者に対する差別の起こりと明治以降の部落差

別の成立について理解する。  

〇部落差別解消への歩みを理解するとともに、部落差別を自己の問題として考える。 

〇一般社会から排除された人々が社会の様々な場面で貢献していたことを知り、それらの人々

の誇りや憤りに共感する。  

〇今までの学習をふり返り、先人たちが現在の自分たちの幸せのために努力してくれたことを

知ると共に、自分たちがそれを引き継いでいくことを自覚する。  

  

②学習活動  

〇地域づくり事業「かがやきタイム」の学習を環流（１ｈ）  

〇「さと子ばあちゃん」（ほほえみ）（１ｈ） 

〇人権の歴史について （室町時代、龍安寺石庭、検地、刀狩、解放令、解放令反対一揆）（４ｈ） 

〇差別をなくそうと立ち向かった人々の生き方から学ぶ（８ｈ）  

・「人の世に熱あれ 人間に光あれ」（ほほえみ）  ・「氷上水平社宣言」 

・「百日かせぎ」（ほほえみ）、丹波杜氏酒造記念館見学、Ｔさん講話     

・舳松人権歴史館見学、Ｙさん講話 

〇様々な人々の生き方から自分の関心のある題材を選び、学びを深める（２ｈ） 

・Ｔさんのお話     ・部落差別の歴史 

・全国水平社       ・舳松人権歴史館     ・百日かせぎ 

〇自分の学んだ人々の生き方について学級で交流 （２ｈ）  



〇今まで調べたことや活動したことをもとに自分の生活や行動をふり返る（２ｈ）  

〇人権総合発表会に向けて                      （１０ｈ）  

〇人権総合発表会                             （２ｈ）  

〇学習のふり返り                             （１ｈ）  

  

③児童の感想より 

 〇わたしは、Ｔさんの「人権とは、自分も人も大切にすることだ」という考えが強く心に残りまし

た。この考えを聞いた時、「なんだ。それなら人権は守られているな。」と思ってしまいました。

実際にわたしも周りにいる人もそれができていると思ったし、守られていないとも思わなかった

からです。でも、よく話を聞いてみると、不安になってきました。わたしも差別をしたことがあ

るかもしれないと思ったからです。Ｔさんの話によると、人にはみんな差別する心があって、不

安やきょうふが強まると差別やこうげきをしてしまうのが人間なのだそうです。コロナウイルス

がはやった時、わたしはコロナウイルスにかかると死んでしまうと思いこんでしまって、人と会

うのがこわくなりました。その時に、もし無意識に差別をしてしまっていたらと考えると、不安

になってしまいます。Ｔさんの話を聞いてから時は過ぎ、への松人権歴史館に行きました。そこ

で、「正しく知る、正しく伝える、正しくつながる」という人権を大切にするための３つのキーワ

ードをＹさんに教えていただき、自分の中での考えがまとまりました。これまでの自分は、自分

がいやな目にあったり、こわいことがあったりしそうだったら、そのことからにげるようにして

きていました。その時の自分のことを腹立たしく思います。これからは、何か行動をする前にそ

れをしてもいいのか「正しく知り」、それを周りの人に「正しく伝え」、いろんな人と「正しくつ

ながる」ことを大切にしていきます。 

 〇わたしが一番感動したのは、「百日かせぎ」の大木さんの「差別を見過ごすのは差別をしているの

と同じ」という言葉です。わけは、今までの自分は差別をするのはよくないとわかっていたけ

ど、差別されている人を見過ごすのは、差別しているわけではないから、悪いことではないと思

っていました。だけど、この学習を通して、わたしは差別をしているのも悪いけど、差別を見過

ごすことも悪いと気づきました。たぶんわたしは、この学習をする前までは、差別を見過ごす側

だったと思います。だけど、今は差別をする人に「よくないよ。差別をされた人は悲しいんだ

よ。」と言って、身の回りの差別をなくせるようにしたいと思っています。わたしは差別を見逃さ

ない人になります。 

 

３．おわりに  

   本校では、このように人権教育を教育活動の基盤に据え、学年に応じた系統的なカリキュラムを

作って取り組み、積み上げていくことを大切にしてきた。各学年で地域教材や人権の歴史、人々の

生き方を学習し、それらを通して自分の生き方や生活を見つめ直す活動を生活科・人権総合学習で

展開している。そして、子どもたちが先人を含む地域の人に支えられていることに気づき、自分も

他の人のことも大切にすること、差別解消にむけ「他人事」ではなく「自分事」としてとらえるこ

とが大事であると考え、取り組んできた。 

  学習を進めていく中で、一人ひとりが大切な存在であること、自分たちの町がとても素晴らしい

町であること、地域の人々が立ち上がり現在の中央地区があることなど、学年の発達段階に応じて

多くのことを学ぶことができた。特に 6年生では、ゲストティーチャーのお話を生で聞くことで差

別されることの痛みや不合理、差別が今もあることに直接触れ、自分の生き方・考え方を見つめ直

すことができた。これらの学びの発信の場として、保護者や地域に向けて１月末に「生活科・人権

総合発表会」を開催した。全校生が体育館でそれぞれ発表し、保護者や地域の方々へ同和問題を核

とした啓発を行うことができた。また、これらの取組に先立ち講師を招き、教師自身の同和教育の

学び直し、地域教材の学び直しが研修としてできたことも今年度の成果であると考える。 

一方で、教職員を始め、保護者も世代交代が進み、人権・同和教育への思いも変わってきてい

る。子どもたちが人権を「自分事」として考えていくために、自分の関心にあった課題を見つけ探

究型の学習として取り組んでいるが、人権教育の幅が広がり、同和教育を中心に据えて学ぶことの

難しさも感じる。また、学習を通して自分の生き方や生活を見つめ直す活動の場をどの学年も設定



しているが、そこでの気づきや振り返りを日常化・実践化させることも大きな課題である。家庭と

の連携や地域との結びつきが希薄になっていることがその原因の一つではないかと考える。 

例年１月末に開催している「生活科・人権総合発表会」は、保護者や地域の方に啓発できる機会

であるため、今後も大勢の方々に来てもらえるよう呼びかけていきたい。また、今後もこれまで中

央小学校で根付いてきた人権・同和教育を引き継ぎ、６年生の氷上郡水平社を見据えての系統的な

取組につなげていきたい。今なお残る差別や新たな人権課題についても自分事としてとらえ、人権

意識を高めていけるよう取組を継続していきたい。 さらに、普段の生活の中でおかしいことに気づ

き「おかしい」と言える子、自分で確かめ真実から判断できる子、同じ人間としてお互いを尊重で

きる子を育てていきたい。 



課題番号 ① 

「 生き方をはぐくむ校区事業と連携した人権学習『ふれあい教室』 」 

丹波市立北小学校 

１．ねらい 

本校では、教育課程内で 6 年生を対象にした人権総合の学習『ふれあい教室』を、生き

方をはぐくむ校区事業と連携して行ってきている。今年度も「人とのつながりの中で、

人権感覚を養い、社会や生活を見つめながら、主体的に行動する。」というねらいに

基づいて進めた。 

 

２．具体的な取り組み 

 〇重点教材を使った人権学習 

・各学年において重点教材に必ず取り組む。 

・人権参観日を活用し、保護者へも人権学習のねらいや内容を啓発する。 

〇講師を招聘した校内研修 

・夏季休業中等に講師を招聘し、職員の人権教育についての研修を深める。今年度は

細田哲子先生を招聘し、授業づくりについての講話、人権参観日の授業指導案につ

いて各担任に助言いただいた。 

 〇生き方を育む校区事業「ふれあい教室」による人権学習 

  ・６年生の総合の時間に同和や人権についての学習を深  

める。 

  ①ふれあい教室開級式 

   夏季の教員研修同様、細田哲子先生に、これからの人    

権学習の柱となるお話をしていただいた。 

・人間を大切にする、ということは、自分を大切にす 

るということ 

・「学習した知識が活かされて生きる上での知恵になる」こと 

・差別をなくす３つの原則：①するを許さず、②されるを責めず、③傍観者なし 

・差別をされている側の問題にせず、なくすのは自分という、当事者意識を持つと 

いうこと 

どの話も今後の学習の根幹となる大切な学びとなった。 

 

  ②社会科・道徳及び総合的な学習の時間による人権学習（主にワークシートを使って

学習） 

  (1)人々の歩んできた道 

  (2)百日かせぎ 

  (3)身分の決まりと人々のくらし・立ち上がった人々 

  (4)賤民廃止令 

  (5)人の世に熱あれ 人間に光あれ 

  (6)教科書無償化運動 

  (7)現代の人権課題 

 

教科の学習と合わせて、総合的な学習の時間を中心に行った。これまで学習してきた

(1)から(6)に加え、現代の人権課題として LGBTQ やインターネット上の人権侵害、外

国人差別などについても学習した。自分たちが大切にしなくてはいけないことはどんな

人権課題でも変わらないということを改めて感じていた。 



  ③校外学習 

   「水平社博物館の見学・フィールドワーク・西光寺住職、清原隆宣さんの講話」 

西光寺へ行き、住職の清原隆宣さんの講話を聞いた。水平社運動についてのみな

らず、人権について学習することの意味についても知ることができるお話であった。

特に子どもたちは、「人をはかるものさしはない」という話が印象的だったようで、

住職の話を熱心に聴き入っていた。 

その後、奈良県水平社博物館を見学した。水平社運動のみならず、様々な人権運

動についての展示があり、子どもたちは興味を持ったものについて学校でも調べて

いる様子があった。特に CG による岡崎公会堂での全国水平社創立大会の展示物を、

子どもたちは食い入るように見ていた。 

PTA、学校運営協議会の方々にも参加していただき、ふれあい教室での学習につ

いて知っていただくよい機会になった。 

     

④ふれあい教室閉級式 

人権発表会を行い、５年生、保護者、学校運

営協議会委員、また講師としてかかわっていた

だいた細田哲子先生に参観していただいた。こ

れまでのふれあい学級の学びについて伝え、最

後にそれぞれがこれから大切にしたいことを、

人権宣言として一人ずつ発表した。 

参観いただいた方々からは、これまでの学びも大切だが、それをしっかり心に持

ってこれからどんな風に生きていくかが大切だと話をしていただき、良い学習のま

とめの場となった。 

 

３．成果と課題 

（１）成果 

・職員研修での細田先生の話では学ばせていただくことが多く、人権教育で大切にすべ

きことについて職員が共通理解できる良い機会であった。また、細田先生から人権参

観日の指導案についていただいた助言により、深く教材を知ることができた。 

・「ふれあい教室」の開級式や西光寺の住職の話など、それぞれ講師の先生の講話によ

り、子どもたちの人権意識を高めることができた。また、現地に足を運ぶことで、子

どもたちも実感のある学びとなった。 

・閉級式は毎年の取組として位置づいており、児童の発表への意欲付けとなっている。

また５年生も参観することで、次年度への意識付けにもなった。 

（２）課題 

・地域の願いが見えにくくなっており、学校運営協議会などを通し、地域の方々の思い

が汲み取れる場を設定するなどの手立てが必要である。 

・同和教育をどのように進めていくべきかを各学校や担任判断ではなく、丹波市（もし

くは町単位で）としてどう進めていくかが分かるよう、マニュアルのようなものがあ

るとよい。一方で、地域独自の願いを反映した取組も大切にしたい。 

・どれだけ他人事でなく自分事としてとらえさせるかが課題となった。被差別者でなく

差別者が人権について真剣に考え、差別解消に向けて取り組んでいく必要がある、と

いうことを、小学校での人権教育で子どもたちにしっかり伝えていきたい。そのため

にも、年度初めに教職員での共通理解を図り、学びを深めていきたい。 

 



























                                課題① 

氷上郡水平社の学習を見据えた取り組み 

～水平社博物館の見学を中心に～ 

                    丹波市立船城小学校 

 

１．はじめに 

 本校では、６年生で重点的に人権・同和について学ぶとともに、そこに向けて全学年

で人権学習に取り組んでいる。また、毎年、生き方を育む校区事業を５・６年生全員対

象に行い、人権校外学習を通して部落差別について知り、人として基盤となる生き方を

学んでいる。今年度は、５・６年生で水平社博物館の見学を計画した。 

 

２．ねらい 

・社会の中にある不合理や偏見を見きわめ、それに立ち向かう心を育てる。 

・部落差別をはじめとするさまざまな不合理や差別を正しく理解し、解消に向けての意

欲や態度を育てる。 

 

３．具体的な取り組み 

水平社博物館見学事前学習 ５・６年 ・「三月三日の風」 

「水平社を立ち上げた人々」ＤＶＤ視聴 

・部落差別とは 

人権参観日・人権講演会 ６年 

４・５・６年 

・「百日かせぎ」の学習 

・春川政信さんの講演 

人権校外学習 ５・６年 ・水平社博物館の見学 

・フィールドワーク 

水平社博物館見学事後学習 ５・６年 ・人権校外学習のまとめ 

 

社会科・道徳・総合の学習で ６年 ・人権の歴史 

・人権宣言（水平社宣言を含む） 

・氷上郡水平社     など 

人権校外学習を、舳松人権歴史館(Ｒ５)、水平社博物館(Ｒ６)の見学と、隔年で行う

こととした。 

５・６年とも児童は、「三月三日の風」「水平社を立ち上げた人々」のＤＶＤを見たり、

部落差別についての学習をしたり、水平社博物館を見学したりしていたので、重ねて学

習をすることで、学びを深めていった。 

 



【人権校外学習】 

    

 

   

 

 

 

 

 

【人権参観日】             【人権講演会】 

           

       

 

 

 

 

    

 

 

４．成果と課題 

 

（１） 成果 

・人権参観日での「百日かせぎ」の学習、その後の人権講演会の内容が、人

権校外学習へとつながり、学習を深めていくことができた。特に、人権講

演会の春川さんのお話は、自分自身の思い込みが差別を生むことに重点

をおいた内容で、一貫した人権・同和学習ができた。 

・人権講演会、人権校外学習とも、保護者や地域の方の参加があり、有意義

なものとなった。 

 ・さまざまな資料をもとに、部落差別を中心とした人権学習にとりくみ、差

別の知識や差別に対する考え方、行動を見つめ直すことができた。 

 

（２） 課題 

・学習したことをまとめ、表現（発信）していくことが不十分であった。学

んだことを表現する機会や実践につないでいくための継続した取組が必

要である。 

・６年生での人権学習に向けて、１～５年生での学習が系統だったものに

なるよう、カリキュラムを見直し、工夫し、教職員全体で共通理解を図る

必要がある。 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

課題番号② 

 

家庭、地域との連携の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



課題番号 ② 

家庭と一緒にすすめる人権教育～親子読書による家庭対話・性と人権の参観日～ 

  丹波市立南小学校 

１ はじめに 

 本校では「①相手を大切にしよう ②自分から進んでやろう ③みんなのルールを守ろう」の「南

っ子３つのだいじ」を合言葉として様々な場面で大切にしている。子どもの内面に根ざした人権感

覚を育成していくためには、学校で取り組んでいる人権教育について家庭と共有したり、親子で一

緒に考え、対話したりすることも大切であると考える。その一環として、学校の道徳の授業でも使

用している「兵庫版道徳教育副読本」（こころはばたく／心きらめく／心ときめく）を活用した「親

子読書」の時間を冬休みにとることと、「性と人権の参観日」を設けることにした。 

 

２ 実践内容 

（１）親子読書による家庭対話 

 ①ねらい 

  「兵庫版道徳教育副読本」（こころはばたく／心きらめく／心ときめく）を読んで、親子で対話

をする機会とする。 

 ②方法 

  ・「兵庫版道徳教育副読本」（こころはばたく／心きらめく／心ときめく）を読んで、親子で対話

し、感想をまとめることを冬休みの全校課題とする。 

  ・感想用紙の配布 

  ・人権通信『南風』にて感想等を紹介する。その際、他学年の資料も読めるように、PDFを添

付する。 

 ③教材について 

学 年 資 料 名 

1 年 とくべつな ほうほうで【こころはばたく 54・55ページ】 

2 年 とくべつな 方ほうで【こころはばたく 54・55ページ】 

3 年 オサムシくんー手塚治虫ー 【心きらめく 38ページ～】 

4 年 兵庫の子どもたちへ【心きらめく82ページ～】 

5 年 忘れない夏―嘉藤栄吉－【心ときめく102ページ～】 

6 年 「自尊心」の大切さ―朝原宣治― 【心ときめく 78・79】 



・一緒に読んで考えることで、子どもの感じたことを知ることができまし

た。テレビを観て会話することはあっても、本を一緒に読むことで話し合う

機会はめったにないので、とてもよい取組だと思いました。今回、すべての

お話を読んでみて、子どもには思いやりの心、やさしい心をしっかり持って

成長していってほしいなと改めて思いました。 

２年保護者 

 ④児童と保護者の感想 

 

1 年『とくべつな方ほうで』 

 

なが田もえさんがやさしいなとおもいました。ぼくも、なが田さんみたいに人をしあわせにさせ

たいなとおもいました。 

 

 

 

 

 

 

2 年『とくべつな方ほうで』 

 

じぶんのまわりの人たちが楽しくしあわせだなとおもってもらえるように、 

わたしもなりたいです。 

 

 

 

 

 

3 年『オサムシくん』 

 

わたしはあまり虫が好きではないです。でも、手塚さんは、虫が大好きで、たくさんのひょう本を作

ったり、たくさんの虫の絵をかいたりして、絵が上手になって、まんがかになってすごいと思いまし

た。虫に対するやさしさから、命の大切さを学んだ手塚さんのことを知って、わたしも命の大切さを

学べました。 

 

 

 

 

 

 

 

4 年『兵庫の子どもたちへ』 

 

 

 

 

 

 

３年保護者 

 

 

「ぼくはサッカー選手になって皆に夢を与える！」と強く話していました。「居てく

れるだけで嬉しいよ。」と伝えましたが、にぎやかで忙しい毎日の中では、なかなか

伝えられないので、ちゃんと言葉にして日々愛情を伝えるように心がけようと思い

ました。“人を幸せにしたい。”という気持ちがあれば、何気ない日常の中でも、言葉

遣いや態度、行動と変わっていくのではないかなと感じました。 

 

 

自分のまわりの人達が幸せだなと思ってもらえるようになりたいと思う事は、

素敵だなと思いました。そうなれる様に、友達やまわりの人をこれからも大切

にしてほしいです。 

 

 

 

一緒に本を読む機会がだんだんと減ってきたので、とても良い時間になっ

たと思います。１つの作品から感じる事がその子の個性につながってい

るのだと分かりました。難しいテーマではありましたが、最後まで頑張

って取り組めました。 

 

子どもと一緒に一つのお話を読んで感じた事を話して、いい時間が持てました。

手塚治虫さんは生涯虫が大好きで、虫にこだわって虫への優しさ、虫への愛が、

誰からも愛される手塚さんという人柄になっていったんだろうなと感じました。

子どもにも好きな事やいろんな経験を通じて、たくさんの事を感じたり学んだり

していってほしいなと思いました。 

 

 

野口さんは、もうダメかもと思いながらも遠くの目標に向けて、コツコツとど力しているの

がすごいなと思いました。ぼくも野口さんみたいにあきらめずにコツコツど力してゆめをか

なえたいなと思いました。 

 

 

２年児童 

３年児童 

４年児童 

１年児童 

１年保護者 



６年保護者 

４年保護者 

５年保護者 

 

 

 

 

 

 

 

5 年『忘れない夏』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 年『「自尊心」の大切さ』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）性と人権の参観日 

   

①ねらい 

 性を含めた人権について児童と保護者が一緒になって考え、学ぶ機会とする。 

 

 ②方法 

  ・授業実践 

  ・フォームによる保護者の感想収集 

  ・学年通信等で授業の様子や保護者の感想の紹介を行う。 

   

 

子どもと将来の夢ややってみたい事を話しました。恥ずかしくて、なかなか親には

言えないようでしたが、やってみたい事がいくつか出てきました。その気持ちを言

葉で言える事がまず、素敵で大事だと思いました。そして、親も大人も、大人だか

らではなく、大人であっても夢やかなえたい事を持って、努力することが大事だと

思いました。そういう姿を子どもたちに見せていきたいです。 

 

 

 

自尊心は意味として、「自分が自分を大切にする」と捉えていましたが、そう出来

るようにする為には、周りの人の接し方も重要なのだなと学びました。これから

はその辺も考えて接していきたいと思いました。 

 

 

この話を読んで、自尊心の大切さと、他の人だけじゃなく自分のことを大切にす

ることが大切だと分かりました。自分も大切にされていると知りました。 

 

５年児童 

６年児童 

 

僕も嘉籐さんの様に、自分のせいで試合に負けたと思って、嘉籐さんと同じ状態になってし

まったことがあるけど、だれもせめなかったから、みんな、自分はもっとできたと思っていたん

だと思う。自分の失敗を認める強さが嘉籐さんにはあると思う。失敗は様々な意味で大切

だと思う。僕はそんなに長い間考えないけど、嘉籐さんのような失敗に向き合う強さを僕は

持っていないから、その強さを身につけたい。 

 

嘉籐さんはすごい人ですね。失敗したり、うまくいかなかったりしたら、周りのせいにし

たくなったり、自分はダメな人なんだと思ったりしてしまいます。そこから自分ができるこ

とを見つけて、またがんばる人が本当の強さを身に付けることができるんだね。大人も

子どもも同じです。家族みんなたくましくなれるようにはげまし合って、がんばろうね。 



 ③授業内容について 

学 年 【児童向けのめあて】とねらい 

1 年 【たいせつな あなたについて かんがえよう ～からだ・こころ～】 

・大切なからだ…動画教材を通じて、自分の身体を大切にすること、特に「プラ

イベートゾーン」は人に見せない、さわらせない、人のも見ない、さわらない

ということを知る。また、性被害から自分を守る方法についても知る。 

・大切なこころ…好きなもの、好きなことは一人ひとり違ってよいし、どれを

選んでもいいことを知り、自分や友だちの気もちや思いを大切にしようと感

じる。また、おうちの方から個々に宛てた手紙を読んでもらう活動を通じて、

おうちの方から大切にされている自分を感じ、周りの友だちも同じように大

切にされていることにも思いを馳せることができる。 

2 年 【自分や他の人の体を大切にするために、どうすればいいか考えよう】 

・プライベートゾーンについて知り、自分の体を守るためにどうすればいいか

考えることができる。 

・嫌なことをされた時に、「いやだ」と言ったり、助けを求めたりすることの大

切さに気付くことができる。 

3 年 

 

４年 

【自分はどう思うか考えよう】 

・自分自身の日常の「当たり前」について見直し、自分の中に存在する、性別に

ついての先入観や固定観念で判断することの誤りに気付くことができる。 

・性別にかかわらず、自分のことや自分の思いを大切にして、周りの思いを尊重

しようとする態度を養うことができる。 

5 年 【「心と体の安全」について考えよう】 

・「体や心の距離感」は人それぞれのものである考え方や、SNSなどのネットツ

ールが「心の距離感」を守る意識を薄れさせやすいというリスクについて知る

とともに、それを侵害されそうになった際の回避行動の大切さについて考える

ことができる。 

6 年 【多様な「性」について知ろう】 

・LGBTQについての言葉と内容について動画をまじえて学び、仲良くなった人

にカミングアウトされたらどうするかを自分事として考えたり、交流したりす

ることができる。 

 

 ④保護者の感想 

・LGBTQの学習は、大きくなった時に大事だなと思いました。 

・子どもに向けての手紙を読みましたが、喜んでくれていてうれしかったです。普段、改まってこう

いったことを話す機会がないので、良いきっかけをいただきました。 

・今回は性と人権を軸としての授業でしたが、途中で恥ずかしそうに笑ったりしていた子もいるの

で、伝え方によっては子どもたちが目をそらしてしまう可能性も含んでいるのかなと思いました。

授業だけで理解するのではなく、ふとしたときに自分や周りの行動を振り返るきっかけになって

ほしいと思いましたし、親としてもきちんと考えて話をしていく必要があると思いました。 

・他人に身体をさわらせない、他人の身体も勝手に触らない、一人ひとりが大事な存在であること、



自分を大事にすることは大切なこと、いてくれるだけで、誰かにとって希望や喜びを与えてくれ

ること等、とても良い授業だったと思います。最後のお家の人から子どもへ向けたお手紙を読ん

で聞かせることで、授業の内容がより子どもたちに伝わりやすくなったと思います。かけがえの

ない存在だということがわかってくれたと思います。 

・授業でいろいろな違いの意見のシェアができていてよい授業だったと思います。わかりやすかっ

たです。 

・自分と他人は違ってもいい、それはその人のもちあじだからいい悪いはないんだよということが

子どもたちにわかりやすく伝わったと思います。親子タイムの手紙も子どもとの接し方を見直す

きっかけになりました。 

・いろいろな例がありましたが、発表などを聞いていると、子どもたちの中では、親世代に比べて男

だから女だからという偏見や決めつけがもともとあまりないように感じました。これから身体も

心もさらに成長していき、男女の差も出てきますが、今回のような授業を通して、見た目の男女

に関係なく、一人の人として相手とかかわっていくことが人を尊重するということを学んでいっ

てほしいと思いました。 

 

３ おわりに 

 家庭対話や参観日を通して、学校で取り組んでいる人権学習を発信することで、保護者が子ども 

と話し合ったり、子どもとのより良いかかわり方について考えたりするきっかけにしていることが 

よくわかった。また、LGBTQ等の新しい人権課題についても、学校と家庭とが共通理解を持つこと 

の大切さを強く感じた。今年の性と人権の参観日は、「性」がメインであったが、来年度は「人権」 

をメインとして同和教育についての内容もおさえていく。今後も学校と家庭とが連携して教育実践 

に取り組み、自他ともに大切にできる南っ子の育成を目指していきたい。 

 



課題番号② 

家庭とつながる「家庭対話」と「人権参観日」 

丹波市立西小学校 

１ はじめに 

西小学校では、「かんがえて どんどん のびよう」を学校教育目標に掲げ、夢や目標に向かって地域 

と共に育つ西っ子の育成を目指している。子どもたちが学校でどのような人権学習をしているのかを保 

護者に知っていただくとともに、親子で人権について考え、「人を大切にすること」について話し合ってい 

ただく機会として「家庭対話」を設定している。また、人権参観日では、令和４・５年「ほほえみ」の教材を 

扱い、新たな人権課題について保護者とともに考える機会を設定することにした。 

 

２ 実践内容 

（１） 家庭対話 

① ねらい 

・「兵庫県版道徳教育副読本（こころシリーズ）」等を使って、親子で人権について考える機会とする。 

② 方法 

      ・「兵庫県版道徳教育副読本（こころシリーズ）」等を使って、家庭で人権や人権課題について話し合

う機会を設定する。 

・感想用紙を配付する。 

・人権通信「こすもす」により、家庭対話の感想を可能な範囲で紹介をする。 

③ 期間 

 ・６月２６日（水）～６月３０日（日）      ７月１日（月）提出   

④ 教材（テーマ）について 

       ・テーマ  「自尊感情」 

 

教材名（出典）  「ねらい」と「話し合いのポイント」 

１
・２
年 

ゆめにチャレンジ 

（こころはばたく） 

ね
ら
い 

海洋冒険家として活躍する堀江謙一さんの姿を通して、夢を持ち、チャレ

ンジすることの大切さについて考える。 

ポ
イ
ン
ト 

〇自分の夢についてお話しよう。 

〇堀江さんのすごいところを見つけよう。 

〇これからチャレンジしたいことを考えよう。 

３
・４
年 

兵庫の子どもたちへ 

（心きらめく） 

ね
ら
い 

野口聡一さんのメッセージを通して、自分の好きなことや得意なことを見

つけ、夢に向かって努力する大切さに気づく。 

ポ
イ
ン
ト 

〇野口さんは、夢をかなえるためにどのような努力をしたのでしょうか。 

〇自分の得意なことや好きなことを家の人と話し合ってみましょう。 

〇夢をかなえるために、自分ができることを考えましょう。 



５
・６
年 

「負けました」とい 

う勇気 

（心ときめく） 

ね 
ら 
い 

状況をわきまえた適切な行為の大切さを知ることで、負けたり失敗した

りしたときに素直に受け入れて自分の成長に生かそうとする心情や態度

を育てる。 

 
ポ 
イ 
ン 
ト 

〇谷川さんが「負けました」と言うときの気持ちを想像してみましょう。 

〇これまで、負けたり失敗したりしたことはありますか。また、そのときにど

んな気持ちになりましたか。 

〇谷川さんの生き方を知って、これからあなたが勝負するときに、どんな

ことを大切にしたいと思いますか。 

 

⑤ 児童と保護者の感想 

    （１・２年生）『ゆめにチャレンジ』     ◎は児童、★は保護者 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３・４年生）『兵庫の子どもたちへ』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

◎音楽の先生になることがゆめです。だから、ピアノのれんしゅうをいっぱいがんばるとピアノの先生にな

れると思いました。 

◎ぼくのゆめは、野球でお兄ちゃんと一緒に試合にでることです。試合に出て、ヒットを打って勝ちたいで

す。そのためには、毎日キャッチボールやバッティングやスイングの練習をがんばっています。ゆめをあき

らめない気持ちが大事だと思いました。 

★自分の好きなことや得意なことを見つけることや夢をもって何でもチャレンジしてみることの大切さを一

緒に考えました。また、苦手なことでも勇気をもってチャレンジしたりがんばったりすることで、できるよう

になるということも一緒に話し合いました。 

★まだ、具体的に自分の夢は決まっていないが、堀江さんのようにあきらめずに継続することが大切だと

話した。夢の実現に向けて、コツコツ頑張ることを続けてみようと話し合った。 

◎私の口ぐせは、「また後で」「また明日」です。野口さんの話を読んで、それではダメだと気づきました。

「今日することは今日する。今することは今する。」を目標としてがんばりたいです。 

◎小さいころの夢をあきらめず、努力してかなえてすごいと思いました。わたしの将来の夢は、かんごしに

なることです。まずできることは、勉強だと思います。たくさん勉強をして、夢にどんどん近づいていきた

いなと思いました。 

★夢について話をしてみると、「工作が好きだから建築士になって物をつくって人に喜んでもらいたい。」

野口さんのように今自分にできることとして「人の役に立てるように困っている人の力になりたい。」と

話してくれました。 

★夢について話し合いました。普段の生活の中で、１つのことについて具体的に話し合う機会が少なく今

回のように話し合えたのは有意義でした。これからも子どもの思いに気づいたり、話をじっくり聞いたり

することを心掛けていきたいです。 



（５・６年生）『「負けました」と言う勇気』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 人権参観日 

道徳の学習では、道徳の教科書、兵庫県教育会の副読本「ほほえみ」の教材や資料集「こころは 

ばたく（１・２年）」「こころきらめく（３・４年）」「こころときめく（５・６年」、防災教育「明日に生きる」の

資料を使って学習している。副読本「ほほえみ」については、令和4・5年度に新しい人権課題に対応し

た教材が追加されたが、資料が多くてなかなか実践できていないのが現状である。そこで、本年度は、

１年～４年については、令和4・5年度に追加された教材に視点をあて、人権参観日で取り組むことに

した。 

 

① 【各学年の教材名とねらい】 

  教材名 ねらい 

1

年 

ひとりじゃないよ 困ったときや悩んだときは、周りの人に相談できることに気付くとともに、

実践していこうとする態度を育てる。 

2

年 なんであかんのやろ 

インターネット等で知り得た言葉を何気なく使うことで、人を傷つけてしま

うことに気付き、人を大切にする言葉を使っていこうとする態度を身に付

ける。 

3

年 だれにでも 

外国にルーツをもつ人や様々な人たちへの決めつけや偏った見方があ

ることに気付き、だれに対しても公正公平に接しようとする態度を身に付

ける。 

４

年 

 

どんなくふうができるかな 

自他の特徴や多様性を肯定的にとらえ、だれもがすごしやすくするため

の工夫について考えることを通して、共生社会の実現に向けての意欲を

高める。 

５

年 

 

町の石碑 

地域の歴史とその発展に尽くした先人の苦労や願いを知り、地域の 

一員としての自覚を高め、地域の発展に尽くそうとする気もちを組充て

る。 

6

年 さと子ばあちゃん 

差別をなくすために取り組んできた人たちの姿から、差別を見抜く力を

養い、誰もが差別のない暮らしやすい社会を構築するために、自分も行

動しようとする気持ちを高める。 

 

◎谷川さんの生き方を知って、負けや失敗してそこで終わらせるんじゃなくて、それから次に生かすことが

大切と分かった。これから、負けをみとめなければいけない時、素直にみとめて成長していけたらいいと

思った。 

★どうしても無理な時に「負けました」と言うのは、とても勇気のいる言葉だと話しました。 「負けました」

は決して逃げる時の言葉やはずかしい言葉ではなく、次への挑戦のための言葉だと思います。子ども

にも自分で判断をして失敗してしまっても自分を見つめなおすいい機会だと前向きに考えてほしいと伝

えました。 



② 各学年の授業の板書 

 

１年生「ひとりじゃないよ」     

 

 

 

 

 

 

２年生「何であかんのやろ」  

 

 

 

 

 

３年生「だれにでも」 

 

 

 

 

 

 

４年生「どんなくふうができるかな」 

 

 

 

 

 

 

 

５年生「町の石碑」  

 

 

 

 

 

 



６年生「さと子ばあちゃん」  

 

 

 

 

 

   

③ 保護者の感想 

〇ひとりじゃないという思いをもつことは、生活していく中でとても大切なことだと感じた。子ども達に 

わかりやすい例で、みんなで考えて発表し合いながら勉強できたことがよいなと感じた。困った事 

があれば誰かに伝えたり困っている子がいたら助けてあげたり、そんな優しい思いやりの心が育っ 

て欲しいなと感じる授業だった。 

〇時々、子どもに「友達を傷つけるような事を言ったらあかんで」と言っていましたが、今回のように 

具体例をあげて話し合いができてよかったと思います。「何であかんのやろ」の授業は、子どもに  

わかりやすく、私達大人にも心に刺さりました。 

〇「だれにでも」という題目で授業を参観しました。自分の勝手な思い込みや見た目の判断で決め 

つけないという内容でした、今の丹波でも多くの外国の方がいらっしゃるので、やさしく声掛けをし 

て、国や性別などに隔たりなくみんな仲良く対等に生活しようという事を学びました。子どもも活発 

に意見を出し合い、よく学習できたと思います。 

〇子ども達にとって、読み書きができない人がいたというのは驚きだったのではと思います。「わから 

なかったことがわかるようになった」「できなかったことができるようになった」識字学級で学んだ 

人々のようにこれからの学びの中でそんな学びを感じてほしいと思います。 

 

３ おわりに 

学校で取り組んでいる人権学習を家庭対話や人権参観日を通して発信し、家庭と学校が連携して子ど 

もを育てることが必要であると感じた。また、新しい人権課題にも向き合い、子どもと保護者とともに考えら 

れたことも成果であった。今後も学校の取り組みを理解していただき、さまざまな人権課題や部落差別の 

解消にむけて、学校と家庭とが連携して教育実践に取り組み、地域とともに明るい展望ある西っ子の育成

を目指したいと考える。 

 

 

 

 

  



課題番号② 

「様々な人権課題の解決に向けた家庭、地域との連携の取組」 

丹波市立東小学校 

1.学校教育目標と人権・同和教育目標 

 

【学校教育目標】  ふるさとに誇りをもち 進んで学ぶ 東っ子の育成 

 

 

 【人権・同和教育の目標】 互いに人権を尊重し合い、自立向上する子の育成 

  ○自律の精神と自尊感情の形成を図り、よりよい自分になろうとする意欲や態度を培う。 

○豊かな人間関係を築くため、相手を思いやる心と協力しようとする態度を育てる。 

○身近な生活の中の様々な不合理や差別に気づき、人権問題に積極的に関わろうとする意欲や態度を育てる。 

 

 

2.家庭、地域との連携 

（１）人権参観日 

  １０月２５日（金）に人権参観日を実施し、各学年の目標をもとに保護者に授業を公開した。 

 学 年 目 標 

１年 
○自分の思いや願いがはっきり言える子を育てる。 

○誰とでも仲良くし、楽しい学校生活を送ろうとする態度を育てる。 

２年 
○友だちの意見や願いを知り、共に考えられる子を育てる。 

○互いに助け合い励まし合って、楽しい学校生活にしようとする態度を育てる。 

３年 
○自他のよさを見つけ、ちがいを認め合って、共に伸びようとする子を育てる。 

○身の回りの不合理に気づき、みんなで解決しようとする態度を育てる。 

４年 
○相手の立場に立って物事を考え、理解し、行動しようとする子を育てる。 

○身の回りのいろいろな不合理に気づき、みんなで解決しようとする態度を育てる。 

５年 
○友だちを尊重し、よりよい仲間づくりに取り組もうとする子を育てる。 

○身近な問題や不合理に気づき、仲間と共に差別を解決しようとする意欲や態度を育てる。 

６年 

○互いの人権を尊重し、よりよい集団づくりに取り組もうとする子を育てる。 

○人権問題について歴史的科学的な学習から正しく捉え、社会の不合理や差別に気づき、進んで解決し

ようとする意欲や態度を育てる。 

 

（２）人権講演会 

  10月 25日の人権参観日に合わせ、PTA主催による人権講演会を実施し

た。講師はPTA人権啓発部で選定し、依頼もしていただいた。 

  講師：林家染太さん（落語家、上方落語協会） 

  演題：「笑う門には福来る」～いじめられっ子の僕が落語家になったわけ～ 

  対象：保護者、5・6年生児童 

   



（３）家庭対話 

 人権参観日後の 10月 25 日（金）〜11月１日（金）を「家庭対話週間」とし、学習する資料や対話のポ

イントをもとに、家庭で人権について考え、話し合っていただく機会を設定した。また、人権通信により、家

庭対話の感想を紹介し、共有できるようにした。 

【各学年の授業内容と家庭対話のポイント】 

 

【保護者の感想】 

１年「はしのうえのおおかみ」 

いつも意地悪していたおおかみが、くまの優しさに触れ、自分も他の子に優しく出来るようにな

り、こうしてみんなに優しさの輪が広がっていくといいねと話しました。優しくすると自分も相

手も気持ちがいいので、生活する中で私たちも心がけていこうと思いました。 

 

 資 料 名 
ねらい 

家庭対話のポイント 

１

年 

はしのうえの 

おおかみ 

相手に親切にすることのよさについて考え、相手を思いやり、優しく接し

ようとする態度を育てる。 

・おおかみは、この後どんなふうに変わったと思いますか。（授業後） 

２

年 

ちっともおもしろ

くない 

困ることや不当なことについて、みんなで話し合い、解決していことする

態度を育てる。 

・ぴょんたたちはどんな話をしているのでしょうか。（授業後） 

３

年 橋 

言い伝えや決めつけによる偏見のあやまりに気付き、人と触れ合う中で真

実を見極めていこうとする態度を育てる。 

・橋にこめられた村人たちの願いはなんでしょう。（授業後） 

４

年 半日村 

登場人物の心情やその変容を場面の状況と結びつけながら読み取り、身の

回りの課題を協同して解決しようとする態度を身につける。 

・村の子どもや大人は、なぜ手伝い始めたのでしょう。（授業後） 

５

年 

自分らしさが大切

にされる 

社会とは 

・性のあり方は多様であることを知り、LGBTQ等の当事者の思い（生き

づらさ）を共感的に理解し、生きづらさをつくり出す社会が「らし

さ」を強制し、排除している問題に気づく。 

・一人ひとりの「自分らしさ」を大切にし合うことができるために、何

ができるか考える。 

・LGBTQ等の人たちに対して、自分はどんなかかわりができますか。   

（授業後） 

６

年 

多様な性 

～ちがいを大切に

するために～ 

多様な性について学び、謙虚な心をもち、広い心で自分と異なる意見や立

場を尊重しようとする。 

誰に対しても差別や偏見なく接するために自分ができることを考えようと

する。 

・多様な性を認め合うことの大切さについて 

・誰に対しても公平に関わるために自分たちができることについて 



２年「ちっともおもしろくない」 

みんなで仲良く遊んで「あぁ楽しかったなぁ」という気持ちになるにはどうしたらいいのかなぁ

と話しました。上手い、下手は関係なく、教え合ったり励まし合う言葉がけをしたり、最後はま

た遊ぼうと握手したらどうかなあといろいろ考えも出てきました。子どもと話す良い時間をいた

だきありがとうございました。 

  

３年「橋」 

何事も人のうわさや偏見などで判断せず、自分自身で関わって判断することの大切さを学びまし

た。それは子どもだけでなく、大人の私たちにも言えることです。普段の生活の中でも、相手を思

いやる心を持って、自分自身できちんと考えて行動する力をつけられたらいいねと子どもとも話し

ました。 

  

４年「半日村」 

「山をけずって低くする」という先が見えない作業をみんなが続けられた理由を「これからの子

ども達のため」と考えていました。何でそう思ったのか尋ねてみると、「だって大人ががんばっ

ていたから…」と答えてくれました。「普段の生活の中で、家族も先生も地域の方も、あなたた

ちみんなの幸せのために行動しているんだよ。」という話をしました。そんな大人の願いを子ど

も達が少しでも感じてくれていたら嬉しいです。子どもの頃まわりの人に大切に思われていた、

という実感をもって、これから大人になっていってくれたらと願っています。 

 

５年「自分らしさが大切にされる社会とは」 

LGBTQという言葉や性の多様性があるということは、今回授業で勉強して初めて知ったと言っ

ていました。これから成長して社会に出て行って出会うことかもしれませんが、今は身近に感じ

ることができない、あまりピンときていないような気がしました。難しいテーマだったので、は

っきりどんな風にしたら良いと思うとは答えてくれませんでしたが、人と違うからと言って差別

や偏見を持つのではなく、相手のことを思いやり、理解しようとする人になってくれればよいと

思いました。 

  

６年「多様な性～ちがいを大切にするために～」 

多様な性というテーマで家族4人で話をしました。「自分の普通を押しつけない」「色んな人が

いる」など、子どもたちが言葉にしてくれました。親よりも子の方が柔軟だと感じました。た

だ、「身近にそのような人と接したらどうかな」と投げかけると、みんな少し黙ってしまいまし

た。目の前に、または自分の親しい人がそういったことを伝えてきた時、そういうことが分かっ

た時に、どういう行動がとれるかが大切だと、家族4人で話しました。とても良い機会をありが

とうございました。 

 

【授業風景】 

   

１年 「はしのうえのおおかみ」 ２年「ちっともおもしろくない」 ３年「橋」 



   

４年「半日村」 ５年「自分らしさが大切にされる社

会とは」 

６年「多様な性～ちがいを大切にするた

めに」 

 

3.今後の課題 

  本年度は同和問題をはじめとする、様々な人権課題について人権参観日を実施した。本校では PTA 主催の

人権講演会については学校からの提案ではなく、PTA で主体的に講演会を計画していただくようお願いして

いる。そのことで PTA の方への人権啓発にもなっている。また、人権参観日の授業後、家庭でその授業や人

権について話し合う「家庭対話」を実施している。保護者の方から多くの感想が寄せられ、「人権参観日」「家

庭対話」が人権について学ぶ機会になっていることを実感している。一方で人権講演会への参加は決して多く

はない状況にあることが課題である。 

今後も児童の課題を把握し、より良い人間関係の形成、自律向上の精神の育成や思いやりの心の育成を目指

していきたい。また、様々な角度や視点から、家庭や地域と連携して取組を充実させていきたい。 

 



丹波市立青垣小学校の取組 

 

1. 取組の概要 

本校は、全校児童数 244 人の統合８年目の学校である。「誰もが幸せに生きる社会をめざし、

同和問題をはじめあらゆる差別を解消するために、正しく考え、思いやりや勇気のある行動がで

きる児童をそだてる」という人権同和教育の目標のもと、各教科や道徳、様々な教育活動を通し

て子どもたちを育んでいけるよう日々とりくんでいる。 

開校当初より、６年生の総合的な学習の時間に「人権学習」を位置づけ、道徳・社会科等の学

習との関連も図りながら人権教育の充実に努めてきた。子どもたちが主体性や創造性、感性を更

に発揮しながら、これまで以上に自らの生き方を見つめたり、他者の価値を認めたり、ふるさと

青垣を誇りに思ったりすることができるよう、新たな教育活動も取り入れていきたいと動いてい

る最中である。下学年からの系統的な指導を積み重ね、自分や友だちを大切にする学級風土を学

校全体で醸成していくことをめざしている。 

 

2. 具体的な取組 

（1） 人権朝会「ちがいを尊重し合える集団に、学校に」 

子どもたちにとって身近な人権課題や各学年の人権学習への接続を意識し、課題未然防止教育

の１つとして啓発朝会を行った。問題に気づき、自分を見つめなおし、多様な人との温かい関わ

りを大切にしながら行動する力の育成をねらいにしている。 

① １学期「あったか言葉・LGBTQ+」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ２学期「多文化共生とアイヌ文化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

                        

 

 
１学期 引用「こどもジェンダー」         ２学期 引用「同級生は外国人・伝え守るアイヌ文化」 

・男らしい女らしいは人が決め

るのでなく、自分で決める。 
・あったか言葉は「受け入れ合

う言葉」だと思う。人には個

性があり自由で、それを受け

入れる周りの人が大事だと思

ったから。 

・ぼくもピンクが好きやし、ス

カートはきたい！ 
・男の子がスカートって変な感

じやけど、自分で決めたらい

いってわかった。 
・スカートの男の子に「似合っ

てるね」と言いたい。 

 

・この色は女の子とか男の子と

かはないって初めて知った。 
・これからは自由に選びたい。 
・ありのままの自分でいいんだ

なって思ったし、理由がなく

ても自分の気持ちを言ってい

いんだなと思った。 

・世界の人はぼくたちとこん

なにちがうんだと思った。 
・わたしの家族も外国から来

た。色々な人たちが日本に

来るんだなと思った。世界

の人となかよくしたい。 
・アイヌを見て、わたしとちが

う生活をしていて、みんなち

がっていいんだなと思った。 
・みんなちがっていいんだ。ち

がいをみとめられるようにが

んばる。 

・違いを認め合って大事にして

いくことが大切。自分たちの

意見がちがってもそれは悪い

ことじゃないことを理解して

いくことも大切だと思う。 
・アイヌ語が由来の地名がある

のに、のけ者扱いをされてき

たと知りおかしいと思った。

もっとアイヌのことを深く知

ればいいのにと思う。 
・みんなちがう意見をもってい

るって誇らしいことだと思っ

た。「みんなちがうから世界

はおもしろい！」 

・みんなが持っているものは

「ちがい」と聞いて、みん

なが同じなのはやだなぁと

思った。 

・私は「みんなちがってみん

ないい」をとても大事にし

ている。理由は私も外国か

ら来ていろんな文化を知っ

たから。自分のイギリスの

文化をばかにされたら悲し

いから、日本の文化も大切

にしたい。 

 



学級指導後の感想は、担当がまとめて児童玄関前に掲示し、全校生が見ることができるように

している。啓発朝会と担任が中心となる学級指導を同一歩調で進め、全校生で思いや考えを共有

することで自己理解・他者理解を促すことを目的にしている。啓発後は、通信等で各家庭にも配

付した。「ぼくの家にフィリピンの人おるねん。」「ぼくのお母さん（の出身は）韓国やで。」

「それぞれちがって当たり前やん。だから文化も違っていいやんな。」と嬉しそうに教えてくれ

る児童も出てきた。 

 

 

（２） 小中連携の新たなとりくみ 「教職員自ら学び、感じたことを授業の中に」 

今年度から小学校職員の研修として中学校の地域づくり事業で行われている現地学習へ同行し

た。今年は５人の教員が参加し、中学生や中学校教員と交流しながら、水平社博物館で歴史を学

び現地の人々の生き方に触れることができた。教職員自身の人権感覚を磨き、アンテナを敏感に

するよい機会となった。 

 

（３） 地域づくり事業 「青垣の子どもたちも、現地学習へ連れて行きたい」 

 本校は、旧４校区が統合して開校した。同和教育に対して様々な思いが交錯する中、開校当初

は地域づくり事業として教育活動を展開することが困難であった。しかし、今年度から学校と地

域とで話し合いを重ね、徐々に実施に向けて動き始めた。学校の人権教育に対する考えに共感し

てくださり、青垣の子どもたちを学校•地域のみんなで育てていこ

うという共通の思いも確かめ合った。学校・家庭・地域の中でより

よい人権文化を構築していくため、今年度２月には初めて６年生が

奈良の水平社博物館と西光寺に現地学習として行く予定である。そ

して３月には人権発表会を実施し、保護者・地域に学びを発信して

いく。 

ある児童のお父さんの「先生、地域でこれからも話をしていくか

ら、学校でも同和教育してや。」という言葉から、地域の保護者の

願いを、しっかりと受け止めなければならないと強く思った。 

 

3. 成果と課題 

 多様な児童の実態把握と共通理解に努め、人権課題に対して、担任・担当が連携しながら全職

員で対応できたことが成果としてあげられる。特に、担任の関わりによる取組の充実は言うまで

もない。職員室の中で、人権に関する授業の会話や「アイヌの言葉、おもしろいなぁ!」と話す声

が聞こえてきており、教職員の人権意識も少しずつ変容してきたのではないかと感じる。 

地域づくり事業に関して、人権同和推進委員会で協議したり職員会議で全職員に共有したりし

ながら進められたことで、学校全体で人権教育を大切にしようとする雰囲気が出てきた。今後さ

らに、６年の人権総合の流れや授業の中身についても共有しながら進めていきたいと思う。しか

し、現地学習に係る資金ぐり（地域づくり交付金の活用）についてはまだ課題がある。今年始ま

ったこの取組が、継続でき定着していくよう、これからも地域と丁寧に対話を続けていきたい。 

差別を見抜き、なくすために行動できる児童を、全職員と地域全体とで育んでいくために、こ

れからも人権教育の推進に努めていきたい。 



 

 

 

課題番号③ 

 

職員の人権・同和教育の研修の 

取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



課題番号③ 

職員の人権・同和教育の研修の取組 

丹波市立小川小学校 

１ はじめに 

本校では、同和問題が人権問題の重要な柱であると捉えつつ、女性、子ども、高齢

者、障害のある人、外国人等の人権にかかわる課題の解決に向け、人権教育に総合的に

取り組んでいる。しかし、小規模校の各学年単学級であるため、６年生の人権総合の学

習については担任任せになっている状態である。 

そこで、小川小の人権総合の学習計画の見直しをおこない、全職員で共通理解をし

た。また、授業で活用できそうな教材を検討したり授業展開を考えたりして、２学期か

らの人権学習に向けて、私たち自身が人権意識の向上を図る機会とした。 

 

２ 具体的な内容 

①小川小人権総合全体計画について（別紙１） 

②現地研修について 

水平社博物館と西光寺の住職（清原さん）の話 

③人権学習資料の視聴 

「シリーズ映像で見る人権の歴史」 

 今に伝わる室町文化（ＤＶＤ第 1巻） 

近代医学の基礎を築いた人々（ＤＶＤ第３巻） 

 

３ 終わりに 

 人権・同和教育の職員研修で６年生での具体的な学習内容を検討することで、全職員

が共通理解してすすめていく良い機会となった。また、人権学習資料として、「シリー

ズ映像で見る人権の歴史」を何本か視聴することで、まず私たち自身が人権の歴史を学

び直すことができた。また、この学習で何を学ばせたいのか、どのタイミングでどの資

料を使えばよいのかなど、目的を明確にしていくことの大切さや効果的な資料の提示方

法について考えることができた。 



（別紙１）２０２４年度丹波市立小川小学校 

 

６年生人権総合学習系統図 

他の教科や領域と関連させながら子どもたちと人権学習を進めていくために 

日程 社会科での学習 道徳         人権総合 

４月 

 

 

５月 

 

 

６月 

 

 

 

 

 

 

７月 

 

 

 

９月 

 

 

 

 

 

 

 

10月 

 

 

11月 

わが国の政治のはたらき 

 日本湖国憲法と政治のしくみ 

 

わたしたちの願いと政治のはたらき 

待機児童・自然災害・公害対策 

（この３つから１つ選択） 

日本のあゆみ 

大昔のくらしとくにの統一 

 むらからくにへ 

 ・指導者のあらわれ 

 古墳づくりと渡来人 

 ・古墳を築いた人々  

天皇を中心とした政治 

 律令制 

 ・農民の重い負担 

 行基と大仏づくりを支えた人々 

 ・大仏をつくる人々 

今に伝わる室町文化 

足利義政が建てた銀閣 

・龍安寺の石庭 

 室町文化と現在とのつながり 

 ・能と狂言  

 

 

 

戦国の世の統一 

  身分制度の確立 

・検地と刀狩 

武士による政治の安定 

 

 

 

 

 

  

 

〇人権の木（データあり） 

〇「わたしのいもうと」（データあり） 

○世界人権宣言から学ぼう（データあり） 

〇LGBTｓ（性の多様性）（データあり） 

 

○ともに生きる社会（友だち P53） 

  人権ってなんだろう 

○人々の歩んできた道（友だちP62・63） 

  身分制の歴史１（～江戸時代） 

  身分制の歴史２（江戸時代～） 

〇差別の起こり・ケガレ意識・龍安寺の石庭「映像で見る

人権の歴史」今に伝わる室町文化（DVD第 1巻） 

５年生までの学習◆みんなの秋祭り  ◆町の石碑   ◆６年生人権劇発表を見て 

 

５年生までの学習 

◆みんなの秋祭り  ◆町の石碑   ◆６年生人権劇発表（平和学習）を見て 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 

 

 

１月 

 

 

 

 

2 月 

 

3 月 

 人々のくらしと身分 

 ・厳しく差別されてきた人々 

江戸の社会と文化・学問 

 人々が歌舞伎や浮世絵を楽しむ 

新しい学問 

・歌舞伎 ・杉田玄白解体新書 

 

明治の新しい国づくり 

・渋染め一揆（社会P170コラム） 

 

 新しい政府による政治 

 ・解放令 

 大久保利通と明治新政府の改革 

 ・地租改正 

 

国力の充実をめざす日本と国際社会 

 生活や社会の変化 

 ・山田少年の差別をなくす訴え 

（社会P191） 

 

アジア・太平洋に広がる戦争 

 ・戦争と朝鮮の人々 

新しい日本へのあゆみ 

 民主主義による国をめざして 

 ・日本国憲法 

 ・アイヌの伝統文化 

世界のなかの日本とわたしたち 

 広い国土と多文化社会 

 

世界がかかえる問題と日本の役割 

 世界の平和と安全を守る 

 ・ユニセフ 

 国際紛争と平和 

 世界の国々と日本の交流 

 ・国旗と国歌 

○身分のきまりと人々のくらし（友だち P61）（データ

あり） 

〇「映像で見る人権の歴史」 

  近代医学の基礎を築いた人々（DVD第 3巻） 

○渋染め一揆（データあり） 

 

○四民平等と解放令（友だち P57～58） 

○人の世に熱あれ人間に光あれ（友だち P30～３４） 

（デ―タあり） 

 ・DVD（三月三日の風） 

・水平社博物館見学 

○氷上郡水平社（資料） 

○百日かせぎ（ほほえみ P40）（データあり） 

〇さと子ばあちゃん（ほほえみ P24） 

○教科書無償化運動（資料） 

○発表に向けて 

 自分を見つめよう 私の人権宣言 自分たちの人権宣言 

             



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

課題番号④ 

 

新しい人権課題の取組 

（LGBT,外国にルーツを持つ人,感染症等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



課題番号④ 

新しい人権課題（外国にルーツを持つ人）の取組 

丹波市立春日部小学校 

 

１．はじめに 

 本校では、教育課程内に６年生の人権総合学習を行うようになり、６年生担任による同和

問題の学習が主になっている現状がある。指導力の向上、専門性を生かした指導をめあてに、

今年度から、新しい人権課題に関しては、教科等担当、課題教育担当など６年生担任外の教

師による授業を進めていくことを教職員で話し合った。その中で、障がいのある人の問題、

HIV感染者等の問題（保健領域との関連も含む）、女性問題（ジェンダー等）、外国にルーツ

を持つ人の問題に取り組むことになった。その中で、今回は外国にルーツを持つ人の問題の

実践を紹介する。 

 

２．指導の実際 

 外国にルーツを持つ人の問題について、JICA（国際協力機構）に勤務されていた、本校

のこども多文化共生サポーター十倉直子さんに指導いただくこととなった。現在は、丹波市

国際交流協会でも活動され、日本語支援ボランティアもされている。人権教育担当と国際理

解担当と一緒に打ち合わせを行い、３つの柱で学習を進めることにした。 

（１）JICAって何（２）JICA の仕事で感じたこと（３）皆さんに一緒に考えてほしいこと 

 また、子どもたちにもよく伝わるように、当時の様子が分かる写真を入れていただくこと

にした。授業をするにあたり、教職員には、参観を呼び掛けたり、指導の様子を紙面で伝え

たりした。 

 

１２月１１日（水）３校時 ６年生 １６名 

（１） JICA って何 

JICA の主な活動について 

十倉さんのされていた仕事について 

写真をもとにした当時の様子の紹介 

 

（２） JICA の仕事で感じたこと 

肌の色、目の色、歴史、文化、習慣などは違うが、 

表面的なもので、中はみんな一緒 

「人として同じ」「みんな同じように幸せになる権利がある」 

日本は世界でどういう役割をしていけば？ 

→ものやお金の提供だけでなく、自分たちで自立し、持続するための支援が必要 

 

（３）皆さんに一緒に考えてほしいこと 

 ➀世界中の人々が平和で幸せに暮らせるようになるには、  

もの・お金・技術以外に何が必要？ 

②皆さんの近所に日本以外の国にルーツを持つ人たちが   

来られたら、どうやって彼らのための橋渡しをすれば？ 



【参考資料】  

十倉さんより提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童感想より】 

・ものやお金以外にも、やさしさが必要だと思った。 

・今日のお話を聞いて、１番最後の②で他にも、いっぱいしゃべってほしい、文化を教えて

ほしいなど、たくさんの意見が出てうれしかったです。とても分かりやすかったです。 

・今日の話を聞いて、丹波市にいろいろな外国人がいてびっくりした。 

・世界の文化とかが知れてよかったです。 

・気持ちを知るだけじゃなくて、行動して知ることが分かった。 

・平和に暮らせるにはやさしさが大事だと思った。 

・JICAでしているプロジェクトが、たくさんの人や国を助けていてすごいなと思った。 

・自分がされてうれしいことをしてあげればいい。 

・顔や性格が違っても、人はみんな同じなんだと分かった。   など 

 

３．おわりに 

 外国の文化や当時のエピソードにもふれながら、子どもたちは４５分間、学びを深めるこ

とができた。十倉さんの「一人ひとりを見てほしい」「人として同じ」「みんな同じように幸

せになる権利がある」「表面的な違いはあっても、中はみんな一緒」などという、実際に活

動されている中で感じられたていた思いにふれる、良い機会となった。また、思うだけでは

なく、実際に行動することの大切さを感じる授業となった。 

 担当で授業をつくることはもちろん大切だが、専門性がある方と連携を取り、進めること

の大切さを感じる実践となった。同和教育の充実、新しい人権課題に向けての授業づくりな

ど、教職員が自ら学び、専門性を高めていけるように研修にも励んでいきたい。 



                                      課題番号④ 

            

ちがいを認め合う児童の育成 
 

  ～ジェンダー平等教育の取り組みを通して～ 

                                

丹波市立進修小学校 

 

 

１ はじめに 

    本校の児童は、休み時間に男女が一緒に話したり遊んだりしていて、互いに優しく関わり

合うことができる。しかし、会話を聞いていると「男の子やから…」「女の子みたい」などの

発言が聞こえることもある。児童は、さまざまな場面で無意識に男女に分けて判断すること

がある。性の多様性は、目に見えて分かりにくいものである。知らないことで人を傷つけて

しまうこともある。早い段階で正しい知識を身につけさせ、お互いの違いを認め合える心情

や学校風土をめざしてジェンダー平等教育の取り組みを始めた。 

 

２ 内容 

  【2023 年度】 

    2022 年度までの性教育のカリキュラムには、性の多様性・ジェンダー平等について詳しく

取り扱っていなかったため、カリキュラムを見直した。 

 

  【2024 年度】 

    ・夏季校内研修 「ジェンダー平等について一緒に考えてみよう」 

             講師：足立 まな先生（丹波市立崇広小学校） 

 

    ・今年度の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ６年生の実践  

    ６年生は、昨年度「わたしはあかねこ」の学習をして、個性を大切にすることや性別は人

に決められるものではないということを考えた。 

    今年度は、オープンスクールに「小学校高学年版 いろいろな性って何だろう」（YouTube）

の学習を実施し、保護者にも学習の様子を見ていただいた。 

 

１年生 「わたしはあかねこ」 

２年生 （「わたしはあかねこ」） 「王さまと王さま」 

３年生 「王さまと王さま」 

４年生 「王さまと王さま」 

「タンタンタンゴはパパふたり」 

「友達に性別は関係ない」YouTube 

５年生 「小学校高学年版 いろいろな性って何だろう」YouTube 

「自分らしさが大切にされる社会とは」（ほほえみ） 

６年生 「小学校高学年版 いろいろな性って何だろう」YouTube 

「自分らしさが大切にされる社会とは」（ほほえみ） 



   日 時  令和７年１月３１日（金） 

 

   資料名  「小学校高学年版 いろいろな性って何だろう」（YouTube） 

   

 ねらい  ・多様な性について学ぶことを通して、自分の考えや意見を相手に伝えるととも

に、広い心で自分と異なる意見や立場を尊重しようとする道徳的心情を育てる。 

        ・多様な性について学ぶことを通して、誰に対しても差別をすることや偏見を持

つことなく、公正、公平な態度で接し、正義の実現に努めようとする道徳的心

情を育てる。 

 

   展 開  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  ○授業前アンケートと授業後アンケート 

   問１ 性別は、「男」か「女」の２つしかない。 

 
そう思う 

少し 

そう思う 

あまり 

そう思わない 
そう思わない わからない 

授業前 １ ４ ４ ５ ３ 

授業後 ０ ０ １ １５ １ 

 

   問２ 男の子は女の子を好きになり、女の子は男の子を好きになるのがあたりまえだ。 

 
そう思う 

少し 

そう思う 

あまり 

そう思わない 
そう思わない わからない 

授業前 ２ ４ ５ ４ ２ 

授業後 １ １ ０ １５ ０ 

 

学習活動 指導上の留意点 

①授業前アンケートをする。 

 

②イラストの性別を考える。 

 

③YouTube を視聴する。 

 「小学校高学年版 

  いろいろな性って何だろう」 

 

④ワークシートに記入する。 

 ・いろいろな性について考えたこと 

 ・いろいろなちがいを大事にするためにで

きること 

 

⑤「ふつう」と「ちがい」について考える。 

 

⑥授業後アンケート 

 

 

 

・「男」「女」と思った理由も 

考える。 

 

 

 

 

・記入内容の発言を強要し 

ない。 

・傷ついている児童がいない

か注意を払う。 

 

・いろいろな性から多様性に

広げる。 



   問３ 男の子のからだで生まれた人はみんな自分のことを男の子だと思っていて、女の子の

からだで生まれた人はみんな自分のことを女の子だと思っている。 

 
そう思う 

少し 

そう思う 

あまり 

そう思わない 
そう思わない わからない 

授業前 ３ ４ ２ ８ ０ 

授業後 ０ ０ ２ １２ ２ 

 

子どもたちの学び 

   ・男性は男性らしく、女性は女性らしく生きるのは当たり前だと思っていた。今は、男性も

女性も自分らしく生きた方がいいと思う。 

   ・前は、見た目が男の子だったら男の子、見た目が女の子だったら女の子だと思っていた。

でも、見た目と心がちがう人もいると分かったし、見た目だけで決めつけるのはちがうと

感じた。 

   ・「あたりまえ」は、人の数だけあることを知って、人があたりまえと思っていることを否定

しないようにしたいと思った。 

   ・自分と人の「ふつう」「あたりまえ」はちがうので、それを理解して人と関わるようにす

る。友だちが、自分のことを言える環境づくりをする。 

 

 保護者の感想 

   ・「自分の普通と他の人の普通は同じではないかもしれない」という内容が心に残っていま

す。男の子はこうあるべき！男の子は普通こう！という概念を取り払って、一人の人間と

して我が子に接していかなければならないと気付かされました。 

   ・性の在り方について、大人でも知る機会の少ないテーマでした。高学年になると、人を好

きになるということを意識するころだと思います。からだの性とこころの性が違う人がい

ること、好きになる性が様々であること、外見ではわからないことなどを知ったと思いま

す。自分の当たり前や普通を人におしつけるのではなく、「自分と相手は違う」ことを認め

ることが大事だねと、家庭でも話しました。 

 

４ 成果と課題 

  成果 

   ・職員研修を行うことで、正しい知識や意識の持ち方の共通理解を図ることができ、学校と

して同じゴールに向かって子どもたちに接する素地が整った。 

   ・低学年から系統立てて授業をすることで、性が多様であることの理解やお互いの違いを尊

重する心情をスムーズに育むことができることが分かった。 

   ・６年生の授業では、性の多様性だけでなく、「普通」や「当たり前」は人それぞれであるこ

とを知り、お互いの違いを認め合うことの大切さを考えることができた。 

   ・オープンスクールで性の多様性の授業を行うことで、保護者への啓発になった。 

  課題 

   ・職員の授業経験の違いや入れ替わりがあっても、すべての職員が安心して授業ができるよ

うに研修や実施方法を検討する必要がある。 

   ・性の多様性や個を大切にすることを実際の場で行動に移せるようになるために、継続した

取り組みを行う必要がある。 

   ・カリキュラムや教材のさらなる見直しを行っていくようにする。 



                                        課題番号④ 

            「人権から考える性教育」 

丹波市立黒井小学校 

１．はじめに 

 本校では、「正しい判断ができると共に、互いに認め合い支え合う態度や実践力を養う。―自分がす

き・友達がすき・黒井がすき―」を目標とし、人権を基盤とした学級づくり・学校づくりを推進して

いる。同和問題を人権の重要な柱ととらえつつ、女性、子ども、高齢者、障がいのある人、外国人等

の人権にかかわる課題の解決に向け、人権教育を総合的に推進するための体制の整備・充実に努める

と共に、あらゆる差別解消への意欲と実践力を養うことを目指している。 

本実践資料では、人権から考える性教育に焦点を当て、まとめることとする。本校では、令和元年

度より「性の多様性」についての指導計画を作成し、各学年で授業実践に取り組んでいる。同和問題

と同じく、学校と家庭が連携して「性の多様性」についての学習を推進していく機会として、性教育

参観日を設定し、授業を実践している。 

 

２．内容 

（１） 各学年の目標 

1 年 性の決めつけや思い込みについて知り、自分を大切にする気持ちを高める。 

2 年性のありかたによって、好きになる性がさまざまであることを知る。 

3 年 性別の感じ方を含めた自分らしさを、自分で決めることの大切さに気づく。 

4 年 いろいろな家族の形があることや、いろいろな暮らし方があることに気づく。 

5 年 性の多様性について正しく知る。 

6 年 自分の中に性別による「無意識の思い込み」があるかを考え、役割分担や、進路・職業選びで、 

性別と結びつけずに自分の可能性を見つめる。 

性が多様であることを正しく理解し、認め合う気持ちや態度を育む。 

（２）６年生での授業実践 

①主題 「すべての人が自分らしく過ごせる学校について考え、ミニポスターをつくろう」 

②目標  

 ・４つの性「体の性」「心の性」「好きになる性」「表現する性」があることを知り、１人ひとりのち

がいがあることを理解する。 

 ・多様な性の在り方をもとに、すべての人が自分らしく過ごせる学校生活について考え、他者に伝

えたり、ミニポスターにまとめたりする。 

 ・自分の性を見つめるとともに、多様な性の在り方を受け止め、すべての人が自分らしく過ごせる

学校をつくろうとする。 

③単元計画（全３時間） 

 第１時 多様な性の在り方を知る 

 第２時 すべての人が自分らしく過ごせる学校について考える（本時） 

 第３時 呼びかけたいことをミニポスターで表現する 



④展開 

学習活動 指導上の留意点 

１ 前時の学習をふりかえる。 

 

２ 本時のめあてを知る。 

・学校生活における性的マイノリティ当事者の生きづら

さを知り、課題意識を持つ。 

 

 

３ 黒井小の学校生活における課題を考える。 

・性別で分けられることについて話し合う。 

 

４ 課題の解決方法を考える。 

・班で話し合い、全体交流をする。 

 

 

・全体交流したことをもとに、すべての人が過ごしやす

い学校にするために大切なことを考える。 

 →その人が選びたいものを選べる。 

 →その人が自分の在り方を自由に決められる。 

 →周りの人が、その人の在り方を受け止める。 

 

５ 本時の学習をふりかえる。 

・本時の学習での気づきやまとめを書く。 

・次時にミニポスターを作ることを知る。 

・4 つの性や LGBTQ について思い出さ

せる。（掲示物） 

・学校生活における性的マイノリティ当

事者の生きづらさが分かる資料を提示す

る。（Google スライド） 

 

 

・事前アンケートからクラスの実態を知 

らせる。 

アンケート結果（Google フォーム） 

 

・性別で分けられて感じる違和感やおか 

しさについて話し合い、分ける必要が

ないことに気づかせる。 

・課題について考える際には、自分だけ

でなく、性的マイノリティ当事者や多

様な性の在り方を考慮して考えたり、

想像させたりする。 

 

 

・みんなで考えた解決方法の共通点や類

似点から、大切な考え方や態度につい

て考えさせる。 

 

３．おわりに 

授業のまとめとして、黒井小のすべての人が過ごしやすい学校となるように

訴えかけるミニポスターを作成し、校内に掲示した。低学年児童向けにミニポ

スターを作成する児童もいれば、教師にも知ってほしい・気付いてほしいと願

い、教師向けポスターを作成して職員室に掲示する児童もいた。それぞれが目

的意識をもち、学習をとおして考えたことをまとめ、発信することができた。 

 人権を基盤にした学校づくりは、一朝一夕で達成されるものではない。取組

として紹介した参観日もその一例に過ぎず、毎日の授業や学校生活すべてにおいて人権を大切にした

教育活動を推進していきたい。そのためにも、私たち教職員は、人権課題を解決していく教材や授業

方法について工夫改善したり、時代に沿った人権感覚を磨いたりする必要がある。そして、身の回り

の不合理やおかしさに気付き、問題を解決しようとする児童を育てていきたい。 

黒井小がすべての人にとって過ごしやすい学校か考えよう 


